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　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　齊　　藤　　清　　巳
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　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成24年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ごあいさつを申し上げます。

　　本日、平成24年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともご多忙の中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして厚く御礼を申し上げます。また、説明者におかれましても、お忙しい中、石川管理者並びに藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第であります。

　　本日は、「議案第８号　坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」をはじめ２議案が提出されております。本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決を賜りますよう、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げ、開会のあいさつといたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　それでは、議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　直ちに本日の議事に入ります。

　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　５　番　　柴　　田　　文　　子　議員

　　６　番　　山　　中　　基　　充　議員

　の両名を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成24年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　監査委員より平成24年４月分及び５月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号、議案第９号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」及び日程第５・議案第９号・「財産の取得について（屈折はしご付消防自動車購入）」を一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定をいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号、議案第９号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」及び日程第５・議案第９号・「財産の取得について（屈折はしご付消防自動車購入）」を一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。お忙しい中、全員の出席をいただきましてありがとうございます。

　　ただいま議題となっております議案第８号及び議案第９号の２件につきまして、順次提案の理由を申し上げます。

　　はじめに、議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令」が、平成24年３月27日に公布されたことに伴い、当組合の火災予防条例の一部を改正しようとするものであります。

　　改正内容につきましては、電気自動車の普及に伴い、設置が進められている電気自動車用の急速充電設備について、対象火気設備等の対象として追加するとともに、急速充電設備の特性等を踏まえて、急速充電設備を設置する際の位置、構造及び管理に関する基準を新たに定めるものでございます。

　　次に、議案第９号・「財産の取得について（屈折はしご付消防自動車購入）」でありますが、現在の車両は平成５年10月に稼働を開始し、鶴ヶ島消防署の一線車両として19年が経過するとともに、ＮＯＸ・ＰＭ法にも該当する車両でありますことから、消防車両の更新配備を計画し、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため、更新するものであります。

　　車両の仕様につきましては、消防専用シャシーに長さ25メートルの屈折はしご及び駆動装置を積載するとともに、火災及び救助活動に対応するために、はしごの先端にバスケット装置及び電動放水銃を装備いたしました。

　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月24日に開催された坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして、埼玉消防機械株式会社西部営業所、関東いすゞ自動車株式会社川越支店、株式会社モリタ東京営業部、東京日野自動車株式会社狭山支店の４社を選定し、６月６日の仕様書説明会を経て、６月14日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した株式会社モリタ東京営業部と税込み価格１億237万5,000円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。

　　なお、納入期限につきましては、平成25年３月22日といたしたいと存じます。

　　以上、議案第８号及び議案第９号の２件につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして質疑を行います。

　　今回急速充電ということで、30分で充電できるというようなお話は聞いているのですが、こうした急速電気の充電設備というのは、当管内に幾つあるのかということと、以前の充電に比べてどのくらい早くできるようになったのか。また、説明の中にはよく書いてありますので、読めばわかるのですけれども、いろんなチェックが増えていますけれども、どこを一番重点的に、改正したその中のチェックを消防組合としてはおやりになるのかということでお尋ねしておきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　長澤予防課長、答弁。

〇長澤之幸予防課長　お答えいたします。

　当管内におきます設置の状況につきましてでございますが、急速充電設備の設置状況につきましては、鶴ヶ島市三ッ木新町二丁目にございます自動車販売店に１基設置されておりますが、ほかには把握してございません。また、設置についての問い合わせにつきましても、現在のところございません。

　　次に、急速充電設備の特徴というのでしょうか、につきましてお答え申し上げます。急速充電設備の充電方法につきましては、現在普通充電と急速充電の２つの方法、設備がございます。普通充電の場合は、主に家庭の100ボルトを利用し充電する方法で、約12時間から16時間で容量100％の充電とされております。また、急速充電の場合は、３相200ボルトを使用する専用の充電設備で、10分の充電で約60キロの走行が可能とされ、30分では容量約80％まで充電ができる特徴を持っているということでございます。

　　それに伴いまして、急速充電設備の安全対策でございますが、急速充電設備は一般の家庭製品と比較して大きな電流が流れることから、設計上、事故の発生を未然に防止することや、事故が発生しても、その影響を最小限にとどめる構造となっております。１つには、充電コネクターの端子部分が容易に触れることができない構造であること、２つには、充電ケーブルが車両に接続され、充電開始ボタンが押されるまで端子に電圧がかからない構造であること、３つには、充電中のコネクターが外れないよう、充電コネクターに電磁ロックの機能を設けるほか、雨水等の混入防止を講じることなど、安全対策が講じられております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。

　　最初の充電設備については、答弁としては１カ所だけで、ほかにはないということになりますと、この条例で見ると、もしそこの充電設備を現在のこの法律で言えば、チェックする必要もないわけなのですけれども、これを改築、改正というのですか、新設の場合は届け出が必要で、もし改築の場合は必要ないのかどうかということでお尋ねしておきたいと思います。今のままであれば、もう点検は必要なしということなのですけれども、その点について。

　　能力が相当高くて危険が伴うような理解を今のご説明で私はしたのですが、やはりこういったものを設置していく、今後、公害のないものという電気自動車もあるわけなのですけれども、高くて、そんなに今は普及はしていないような気はしますが、もし普及するとすると、人家の近くでは危ないのではないかななんて思うのですが、そういったことはこれには書いてないのです。その辺の点については、どう組合としては判断していくのかということでお尋ねしておきたいと思います。

〇森田精一議長　長澤予防課長。

〇長澤之幸予防課長　それでは、お答え申し上げます。

　　まず、移築ということでございますが、現在設置されている100ボルトの充電設備を変更しようとする場合には、当然消防本部に協議、打ち合わせしていただくという形になります。この一部改正でございますが、施行については24年の12月１日からということでございまして、これからいろいろな打ち合わせなんかが出てくるものと考えてございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　残ったけれども、あと一つ、もし今の危険性を伴うような、私は気がするのですけれども、そういう市街化区域などの、その隣接の状況は書いてないのです、ここに。その辺の点はどう判断されるか。

　　　　（「進行して」の声）

〇森田精一議長　それでは、ほかに質疑はありますか。

　　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」について質疑をさせていただきます。

　　今ご答弁にもありましたように、今回は急速充電機の設置に関しましては、当組合として相談に応じるということになっております。今設置が１カ所あるということで、今のところ問い合わせはないということでありますけれども、今テレビ等を見ますと、答弁の中では、わざと日産とか三菱とか、そういう言葉は出てまいりませんでしたが、日産の「リーフ」とか三菱の「ミーブ」とか、いろんな形でこれから電気自動車が普及をしていくのかなと。ただ、やっぱりこういった充電設備がないということがネックになって、それが進まないということで、今後その急速な普及が求められているという中で、現状について改めてお伺いをさせていただきたいと思います。

　　あと一点は、こちらに関しましては、今ご答弁ありましたが、200ボルトのものに関しましては要相談ということでありますが、例えば構造的な設置場所とかの指導等はあるのかということについては、改めてお伺いをさせていただきたいと思います。

〇森田精一議長　長澤予防課長、答弁。

〇長澤之幸予防課長　お答えいたします。

　　設置の状況でございますが、現在は鶴ヶ島市三ッ木新町二丁目にございます自動車販売店に１基あるということでございます。また、これは埼玉県によりますと、埼玉県では、移動中の電欠を防ぐため、幹線道路沿いなどを中心として、公共施設や集客施設、自動車販売店等へ、平成24年３月末において、51基の充電設備の設置を進めてきたところで、特に埼玉県、群馬県、新潟県の３県を走る国道17号線をモデル路線と位置づけ、急速充電設備の重点的整備を行っていく計画と伺っております。今後におきましても、地球温暖化対策を進める上で電気自動車の普及が図られ、充電設備の設置が促進されるものと考えております。

　　次に、安全対策でございますが、先ほども申し上げましたが、これについては設置に関して、保安距離だとか傾斜、雨水の関係だとか、そういう安全対策を講じているという形になりますので、よろしくお願いします。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　　　（「了解」の声）

〇森田精一議長　ほかに質疑はございませんか。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑をそれでは終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第８号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第９号・「財産の取得について（屈折はしご付消防自動車購入）」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第９号・「財産の取得について」質疑を行います。

　　まず最初に、今回の屈折はしご付消防自動車は、中を見させていただきましたけれども、大分以前のよりすぐれているのではないかというふうに拝見いたします。今までのと違って性能がどういったところがすぐれているのか、市民のためにどういった点で役に立つのかという点で１点ご答弁いただきたいのと、配車されるのはたしか鶴ヶ島と聞いておりますけれども、配車場所についてもご答弁をいただいておきたいと思います。

　　また、最後の入札経過調書というのがございますけれども、１つには、今まで使っていた、ここのところのシャシーのメーカーはどこだったのかということでご答弁いただきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　屈折はしご付消防自動車についてお答え申し上げます。

　　屈折はしご付消防自動車は、わかりやすく言うと、電線等の保線工事に使用する高所作業車のバスケット部分に放水銃等が装備されているとイメージしていただくと理解しやすいと思います。その車両のアームが途中で屈折するようになっており、これによって、消火等の作業時に、架線等の障害物を回避して消火作業が行われることが最大の特徴でございます。はしごは、地上高25メートルで、先端屈折部は約5.5メートルでございます。また、アームが屈折することによって、地表よりもマイナス面にもバスケットをおろし、水難救助等にも活用できます。高速道路での事故の際にも、側道からフェンス越しでの活動が可能と考えております。主な特徴が、バスケットの積載荷重が現行の200キロから270キロになるほか、バスケットに片側45度の首振り装置がつきます。そのほかにも伸縮式水管、リモコン式放水銃、照明のＬＥＤ化、先端カメラ及び監視用モニター装置等が装備されます。

　　配備されるところは鶴ヶ島消防署でございます。

　　また、現在の消防車はやはりモリタ製でございます。

　　以上でございます。

　　失礼しました。シャシーにつきましては、三菱ふそうのシャシーでございます。

　　　　（何事か声あり）

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇宇津木三十夫警防課長　現在の消防車のシャシーについては、三菱ふそうの「ファイター」というシャシーで、艤装がモリタでございます。

　　以上です。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子です。再質疑を行います。

　　今回の装備についても非常にすぐれていて、救出活動やさまざまなところで活躍するのではないというふうに本当に心強く思うわけです。もう少し、救出する場合の高いところからはしご車に乗り移るということは大変なので、そういった場合でも、どんな特徴があるのかということでお尋ねしておきたいと思います。

　　また、入札については、装備がモリタでシャシーは三菱ということでございました。今回はシャシーの部分を、株式会社モリタ東京営業部が１億を超える、税金を含めて落札しておりますけれども、今回の指名入札では第１回で、ほとんど消防組合の場合１回で落札してしまうのですけれども、こういったことを、この大きな額で考えられることで、なかなか１回で落札することは珍しいと言ったら変ですけれども、３回ぐらい入札する場合もあるのですが、今回の最低制限価格はどういうふうに設けてあったのかというのをお聞きしたいのと……その辺だけ最初に答弁をお願いします。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　お答え申し上げます。

　　ただいまのご質問の庶務関係、最低制限価格の設定についてお答えを申し上げたいと思います。最低制限価格の設定につきましては、坂戸市に準じて設定をしておりまして、坂戸市においては、平成20年７月１日以降、設計金額が130万円以上の建設工事の全事業先において適用していることに伴い、消防組合におきましても準用いたしております。したがいまして、対象となるものは設計金額が130万円以上の建設工事のみでありまして、物品購入については対象となりませんので、最低制限価格等は設定をしておりません。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　田畑次長、答弁。

〇田畑美紀雄次長　それでは、はしご車の乗り移りの安全性ということでございますけれども、現在のはしご車にはバスケット装置というものがついておりまして、これで屋上なりベランダなりに直接バスケットをつけまして、おりるということでございますので、昔のように、はしごから離れた建物へ移るということではございませんので、安全性は非常に確保されているということでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質疑を行います。

　　ただいまご答弁いただきました。備品には設けていないということなのですが、１億を超える額の、また装備も含めると相当なものの購入をしていくわけで、一定の見積もりによる制限を設けて、この線でということはあるとは思うのです。それがないと、１回ですべて落札ということになるので、この辺の点は、額によっても制限を設けるべきではないのですか、と思うのですが、その点はいかがですか。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　お答え申し上げます。

　　先ほどのご質問が最低制限価格ということでございましたので、そのように答弁をさせていただきましたが、この入札につきましても設計額を公表しておりますので、物品購入の入札につきましては、設計額が80万円を超えるものについてを実施しておりまして、物品購入の設定額の事前公表は以前は行っておりませんでしたが、平成20年７月１日以降の入札につきましては、建設工事の請負、設計、調査及び測量と同様に、物品購入につきましても設計額の事前公表を行っております。このことによりまして、１回で落札をしたということになると思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　　　（「３回やったからいいです、それで」の声）

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第９号・「財産の取得について」質疑をさせていただきます。

　　屈折はしご付消防自動車の購入ということで、財産の取得ですから、このはしご車につきましては、購入はすでに予算のときに十分いろいろと説明をいただきまして、こういう特徴があるということも、そのとき再三質疑が出されて、いろいろ説明を受けたわけでございますので、改めて聞くことは避けたいとは思っているのですが、その中において、こういう財産の取得、契約関係におきましては、そういった今回のはしご車を注文するに当たっても、こちらのほうでこういったものを、先ほど設計価格がありましたけれども、こういった装備等、こういったものをそろえて、それに対応できるところは手を挙げてくださいという形で対応していて、４社ということになるのですけれども、その実態と、あとその仕様書について、要は今回できてくるはしご車のでき、ふできというか、その中身というのは、すべてその仕様書にかかっているのかなというふうに思っております。説明の中にも、仕様書の説明を行い、入札を行ったということでございましたけれども、それに至る過程といいますか、中身についてと、これはもしかしたら繰り返しになってしまうかもしれませんが、今回の仕様書、特に特徴的なことがありましたらお答えをいただきたいと思います。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　はじめに、仕様書の作成の関係でございますけれども、仕様書につきましては、県内外の同型車両で近年購入した消防本部の仕様書を取り寄せたり、そこの担当者の意見を聞いて、それらを参考に、当消防組合の実情に合うように仕様を変更して作成しております。

　　次に、新しい鶴ヶ島はしご１号車の特徴の中で、当消防本部が次のようなところを仕様に組み入れました。まず、リモコン式放水銃は、隊員がバスケットに搭乗しなくても、器具操作部から放水銃を操作することができるので、より安全に消火活動をすることも可能であります。先端カメラ及び監視用モニター装置は、先端カメラにより基部操作部から現状の状態が把握でき、指揮者等が適切な指示ができるため、消防活動上、有効と考えております。また、内蔵記憶装置により記録もでき、ビデオに接続し、記録を取り出すことも可能で、災害の検証や現場経験の少ない職員の知識向上の資料として役立てられるものと考えております。

　　また、バスケットに取りつけたＬＥＤサーチライトは、夜間、先端が屈折することによって、より対象物に近づけられるので、視認性が向上いたします。また、アーム部分に照明を取りつけますので、夜間操作員がアームを確認でき、操作しやすくなっております。このような特徴をこちらでは仕様のほうに組み入れました。

　　以上です。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。

　　こういった特に１億を超えるという屈折はしご車等の設備、今回もう19年使用されているということで、前質疑、また一般質問等でもお伺いさせていただきましたけれども、ある意味同じ時期にこういった高額の更新がないということを工夫された上で対応されているということでございました。そういったことも踏まえて、今ご説明をいただきますと、現時点での、いろいろと部品等、設備等もお金との関係があって、その中でできるだけベストのものを選ばれているというふうに理解をいたしましたけれども、今後におきましても限られた予算の中ではございますけれども、できるだけ先進的な事例を取り入れていただいて、こういった購入の際には対応していただければということで、こちらはご要望とさせていただきます。

〇森田精一議長　ほかに質疑ありませんか。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　それでは、質疑なしと認めます。

　　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第９号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第６・一般質問を行います。

　　通告者は２人であります。

　　順次発言を許可します。

　　６番・山中基充議員。

　　　　（６番「山中基充議員」登壇）

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、私の一般質問を行わせていただきます。

　　まず、大きな１問として、消防無線のデジタル化と広域についてお伺いいたします。消防救急無線は、現在アナログ方式で運用されていますが、アナログ方式による150メガヘルツ帯周波数の使用期限であります平成28年５月31日までに、260ヘルツ帯においてのデジタル方式にすることとされています。現在のアナログ方式と新たなデジタル方式とでは、双方の通信はできず、完全に移行するまでは、アナログ方式とデジタル方式の併用が必要となります。また、デジタル化を実施するに当たり、経費の削減やスケールメリットを出すためにも、消防の広域化が改めて課題となっております。そこで、お伺いいたします。

　　（１）、平成23年度から具体的にデジタル化を進める消防本部があると伺っておりますが、全国的な動向についてお伺いいたします。

　　（２）、坂戸・鶴ヶ島消防組合の取り組みについて、また近隣の取り組みについてお伺いいたします。

　　（３）、導入経費、また併用期間の財源確保についてお伺いいたします。

　　（４）、デジタル化を踏まえた広域化の状況についてお伺いいたします。

　　続いて、大きな２番、消防バイクの導入についてお伺いいたします。平成24年４月の２日参議院予算委員会での質疑で、木密地区の防火対策として消防バイクの提案があり、消防庁長官から木密地域での火災あるいは地震が起きたときの救急救助といった観点から見ますと、消防活動用バイク、これは有効ではないかと考えておりますので、各消防本部に対しまして、その有効性につきまして、適切な助言をしてまいりたいと考えおりますとの答弁がありました。それを受け、消防バイクの実態調査が行われ、６月13日消防長から全国の消防本部に事務連絡、消防活動用バイクの活用状況等に関する状況提供についてが出されております。

　　（１）、情報提供の中身について。

　　（２）、今後の普及の見通しと、消防バイクの役割について。

　　（３）、オフロードタイプの消防バイクは、84消防団に配備されていると伺っております。当組合としての検討についてお伺いいたします。

　　以上で私の１回目の質問とさせていただきます。

　　　　（６番「山中基充議員」降壇）

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

　　　　（石井利幸消防長登壇）

〇石井利幸消防長　山中議員さんからの２項目、７点にわたりますご質問に準じお答え申し上げます。

　　最初に、デジタル化の全国的な動向についての件でございますが、全国消防長会の資料によりますと、全国796消防本部の整備に着手する消防本部数は、平成26年度までに775本部で全体の97％、平成27年度には21消防本部で全体の約３％といった状況で、既に整備あるいは整備を予定しているところでございます。

　　次に、当消防組合の取り組みについての件でございますが、埼玉県及び第３ブロックに属します６消防本部で検討を重ねました結果、無線の不感地帯の解消、整備費用等を考慮し、６消防本部をそれぞれ基地局候補として各消防本部で取り組むこととなり、県の了承を受けました。これに基づき、当消防組合は、平成23年度に電波伝搬調査を実施し、その結果、アンテナ等を新たに設置する必要はありますが、現在の消防本部を基地局とすれば、管内のすべてをカバーすることができるとの調査報告がありました。

　　今後の予定でございますが、この調査報告に基づき、平成25年度に実施設計を行い、平成26年度に整備事業に着手する計画でございます。また、第３ブロック内の消防本部の取り組みにつきましては、既に電波伝搬調査を行った本部が当組合を含め２本部、今年度行う本部が１本部、そして今年度実施設計を行う本部が３本部と伺っております。また、所沢市を中心といたしました第４ブロックにつきましては、平成25年度から消防の広域化となりますので、その枠組みの中でデジタル化を進めるとのことでございます。

　　次に、当消防組合の消防救急無線のデジタル化への導入経費についての件でございますが、現時点では整備費の概算で３億5,000万円、これに消費税を加算いたしました３億6,750万円を見込んでおります。

　　次に、アナログとデジタルの併用期間につきましては、かなりの期間併用することとなりますので、携帯無線等を活用し、経費の余りかからない方策を考えておるところでございます。また、これらの財源といたしましては、国の周波数再編に伴うデジタル化関連事業に基づく防災基盤整備事業債を予定しております。この事業債は、条件といたしまして、原則都道府県域を１ブロックとして整備するものとなっておりますので、県等との調整を図りつつ、デジタル化の実現に向けて努力してまいりたいと考えております。

　　次に、デジタル化を踏まえた消防の広域化の状況についての件でございますが、デジタル化につきましては、平成28年５月末までに整備を完了しなければならないものであり、このことが消防の広域化に直接つながるものとの認識は持っておりません。

　　続いて、消防活動用バイクに関する消防提供の中身についての件でございますが、埼玉県を通じ、６月13日付で消防庁から、消防活動用バイクの活用状況等に関する情報提供についてが通知され、この情報の提供を受けたところでございます。この調査は、総務省消防庁と全国消防長会が連携し、全国の消防本部のうち消防活動用バイクを保有すると回答した87消防本部を対象として調査をしたものでございます。

　　はじめに、導入状況は、消防活動用バイクの中で緊急走行が可能なバイクは58本部に183台あり、うち東京都及び21の政令指定都市では４消防本部でございました。

　　次に、このバイクのタイプは、この183台中174台がオフロードタイプを採用しております。

　　次に、主な積載資機材でありますが、ほとんどのバイクに消火器等の消火用資機材が積載されており、また火災救助及び救急などの事案に応じ、載せかえで運用している消防本部もあるようでございます。

　　次に、専従隊員は、58本部中１本部のみが配備しており、ほかは人員の確保が困難等の理由から、他の車両からの乗りかえや非番招集による職員で運用しておる状況でございます。また、運用方法は、情報収集、広報、避難誘導、消火活動等が挙げられております。

　　次に、主な評価は、狭隘道路などへの進入及び車両に先行しての活動がメリットとして挙げられる一方、隊員の安全性、運転免許取得、活動内容の制限、技能教育の維持向上、気象条件などの隊員へのリスクがデメリットとして挙げられております。

　　次に、今後の普及の見通しについてでございますが、先ほど緊急走行可能な消防活動用バイクを導入していない29消防本部中26消防本部では、今後も導入予定がない、または未定と回答し、導入について検討中は３消防本部のみでございますが、東日本大震災を経験し、有用性がさらに認識され、デメリットの問題が解決すれば普及するのではないかと考えております。

　　次に、消防バイクの役割といたしましては、大型車両、救急車等が浸入できない狭隘道路や山林等に進入でき、迅速に活動ができることや、渋滞した道路で先行して現場到着し活動ができることから、他車両に先行しての情報収集や初期消火等、また広報や避難誘導等に有効と考えております。

　　次に、オフロードタイプの消防バイクが84消防団に配備されているが、当組合としての検討はとのことでございますが、消防団につきましては、財団法人日本消防協会が、平成13年度から、通称赤バイの交付事業を実施し、全国の消防団に配備が進められました。埼玉県内では、日高市消防団へ平成13年度に３台、平成15年度に４台、計７台が交付され、団本部及び６個分団に各１台が配備されておりますが、現在の活用状況につきましては、防災訓練等の行事への参加が主であるようでございます。

　　近年は、財団法人日本消防協会では、消防団の装備充実と活動の一層の向上を図ることを目的とし、消防バイクにかわり、消火、救助、救急の多方面に対応する資機材を装備した多機能型車両を開発いたしました。この車両につきましては、平成19年度から全国の消防団に交付しており、平成20年度には埼玉県下で初めて坂戸市消防団に交付され、現在運用しているところでございます。

　　県内の消防本部に配備された消防バイクにつきましては、東日本大震災時に実際に情報収集に活用した例もございますが、そのほかの用途といたしましては、消防訓練やイベントでの運用が多いようでございます。これらのことを踏まえ、当組合といたしましては、消防バイクの導入にはさらなる研究が必要と考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

　　　　（石井利幸消防長降壇）

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。再質問を行わせていただきます。

　　まず、消防無線のデジタル化と広域化についてということで、順番は少し前後してしまいますけれども、デジタル化を踏まえた広域化の状況についてということで、直接関係は余りないというお話でありますけれども、実際広域化が進められている中で、広域化をしているところ、例えば所沢を中心としたグループは広域化を進められて、それで行われるということでありますけれども、当然それに対して広域化を進められたところには、当組合のように単独で、県、埼玉県一斉でやるところに同調してやるというところに比べますと、補助の中身とか有利な条件がございます。ですから、どちらかというとインセンティブを持たせて、広域化をしていれば少し有利だというような中身でありますけれども、ただ当組合として、ただ一つだけ、そのためだけに広域化を進めるということにはつながらないということの答弁だとは思いますが、そうなりますと、当組合としても財源の確保をきちんとやっていかなくてはいけないということになってまいります。

　　今ご答弁ありましたように、平成26年度に消費税を込まないで３億5,000万の予定でということで、これは実際起債をしてのことですから、当然それらに対する償還に関しましては、後年度の交付税算入と基準財政需要額にそれぞれの構成市が組み入れられてということになりまして、そのためにという直接の補助という形にはならないと思います。ということは、やっぱり各構成市にいたしましても、それらの財源確保等に努めていただくということになってまいります。具体的にはこれから２年後というお話でございますので、その際にお伺いをしようかとは思っておりますけれども、そういったことについてしっかりと財源確保に努めていただきたいということで今回ご要望させていただきます。

　　実際に今回3.11という東日本大震災が起きまして、その際にはいろんな通信手段、特にツイッターであるとかメールが使えない、携帯電話が使えない、そういう中で、そういったソーシャルネットワークは使えたというようなお話がございますが、実際には電源が確保されなければそれらも使えない。本当の被災地では、全くツイッターでさえ、またいろんなものでさえ使えなかったという事例がありまして、ということは結局はこういった無線だけが命綱ということでございますので、これは一般のお話でございますけれども、消防組合としては当然それらの代替手段がほかにないわけでございますので、しっかりと対応していただければというふうに思っております。

　　また、このことについては、今答弁ですと、これからということでございますので、具体化してのタイミングで、また改めて一般質問させていただければと思っておりますので、ご要望とさせていただきます。

　　また、消防バイクにつきましては、今回の６月の13日に消防庁から直接、こういった調査研究した結果としてこれが示されたということは、いよいよこういった消防バイク設置についてのある意味元年といいますか、という取り組みでございます。これも3.11を受けまして、消防力の強化というのが大きな課題となった中で、今当組合としては多機能型車両を導入していると言いましたけれども、それぞれやっぱり、四輪と二輪とでは行動範囲が違ってくるのかなというふうに思っておりますので、それらのよさというものが着目をされて、今回の消防庁からの通達といいますか、その情報提供ということでございましたので、ある意味、先ほどの繰り返しになりますけれども、元年ということで、当組合として研究をしていくということでございました。

　　前向きなご検討をお願いをいたしまして、私の一般質問とさせていただきます。

〇森田精一議長　それでは、暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時５０分

　　　　再開　午前１１時００分

〇森田精一議長　それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。

　　次に、２番・松村和子議員。

　　　　（２番「松村和子議員」登壇）

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより２問にわたります一般質問を行います。

　　１つ目として、救急、救助の状況と体制についてということでお伺いいたします。今交通事故の多発、市民の高齢化による急病の増加などにより、平成22年度に続いて、平成23年の救急出動が30万件を超えて過去最多となったことが県消防課のまとめで明らかとなりました。救急隊の病院への照会が33回もかかったり、現場滞在時間が４時間近くになるなど、病人はもとより救急搬送に携わる職員の皆さん、心労はいかばかりかと思います。

　　昨年一般質問でも、埼玉県に対して、医療の充実とともに救急受け入れ改善の要望をするようお願いしてまいりましたところでございます。そこで、お伺いいたします。

　　（１）、救急車については充足率100％ではありますが、救急出動の増加や搬入先の受け入れ拒否などで救急車の不足が生じるのではないかと思われますが、現場の体制と状況についてまず伺いたいと思います。

　　（２）として、埼玉県は病院、医師、看護師が不足しています。全国最下位の現状でございます。県の医療体制の確立と救急車の受け入れ拒否に対する改善策の要請についてお尋ねしておきたいと思います。

　　２つ目の質問は、消防の広域化についてということです。消防の組織法の改正を受け、埼玉県は36の消防本部を７ブロックに広域化する方針で、平成24年度末を目指して進めてきました。今年度は目標の最終年度となります。坂戸、鶴ヶ島市は第３ブロックで、管内人口146万402人と当時合併し広域化する計画で進められてきました。現在まで勉強会の立ち上げをするということまでは答弁がございましたが、その後の状況についてははっきりしていません。消防の広域化は、主体的な判断を坂戸・鶴ヶ島消防として持って行われるべきであると考えます。

　　そこで、お伺いいたしますが、（１）として、日本の消防体制は地域に根差した自治体消防が基本となっています。広域化で消防団はどうなるのかということでお伺いします。

　　（２）には、消防の広域化の進行状況と坂戸・鶴ヶ島消防組合の自主的判断について。

　　（３）は、消防の任務は時間との闘いです。消防の広域化で現場到着はどうなると考えますか。

　　（４）として、職員の配転も広域化では難しくなり、削減もあると考えられますが、どうでしょうか。また、職員のメンタルヘルスも必要と思われますが、どうでしょう。

　　ということで、２つの大きな質問を行います。答弁をよろしくお願い申し上げます。

　　　　（２番「松村和子議員」降壇）

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

　　　　（石井利幸消防長登壇）

〇石井利幸消防長　松村議員さんからの２項目６点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。

　　最初に、救急、救助の状況と体制に関する２点のうち救急車の現状の体制と状況についてでございますが、現在当組合では、ご案内のとおり、高規格救急車を坂戸消防署に２台、他の署所に各１台、計５台を配備しております。これらの平成23年の出場件数は6,369件で、対前年比144件の増でございました。

　　次に、この搬送状況と医療機関の受け入れの状況でございますが、平成23年中の搬送人員は5,752人でございました。このうち１回目の収容依頼での搬送人員は3,931人で全体の68.3％、同じく２回から３回では1,274人、22.1％、残りの9.5％、547人は４回以上となります。収容を断られる主な理由といたしましては、手術中、ベッド満床、専門医不在などでございますが、最終的にはいずれかの医療機関にてすべて受け入れをされております。

　　次に、県に対する医療体制の確立と救急車の受け入れ拒否に対する改善策の要請についてでございますが、救急車の受け入れ状況につきましては、県でも把握をしているようでございます。県では現在、医療機関収容の実施基準を検証し、見直しをさせたり、救急医療に対する埼玉県広域災害救急医療情報システムの機能強化を図るため、一層効果的なシステムのあり方を検討し、平成26年度に実施を予定しているところでございまして、当消防組合といたしましても、これらの動向に注視しておるところでございます。

　　また、県に対する要請でございますが、当消防組合だけの問題ではありませんので、埼玉県消防長会や埼玉県メディカルコントロール協議会等を通じ要望をしており、今後も必要な場合は、そのような場を通じ、問題の提起や要望等を行ってまいりたいと考えております。

　　次に、消防の広域化に伴う数点の質問に順次お答え申し上げます。最初に、広域化で消防団はどうなるのかについてでございますが、消防組織法第31条、市町村消防の広域化の中に「消防団の事務を除く」と明記されております。したがいまして、消防団の位置づけは変わるものではないと認識をしております。広域化における消防団体制につきましては、広域化が進展されるようであれば、その中で検討される課題であり、構成両市とも十分協議を重ね、研究していく必要があるものと考えております。

　　次に、広域化の進行状況と当消防組合の自主的判断についてでございますが、埼玉県内の進捗状況につきましては、既に協議会が設置され、広域化に向けた具体的な検討を重ねてきた所沢市、狭山市、入間市、飯能市及び日高市で構成されます第４ブロックは、平成25年４月１日に埼玉西部消防組合消防局に、久喜市など東北部５市３町で構成される第７ブロックは、平成23年11月に羽生市、蓮田市が協議会から脱退しましたが、久喜市ほか３市３町で平成25年４月埼玉東部消防組合消防局発足に向け、事務を進めているところでございます。その他のブロックに関しましては、大きな進展がない状況でございます。

　　坂戸市、鶴ヶ島市が属する第３ブロックにつきましても、平成21年度に３回の勉強会が開催されましたが、それ以降の開催はなく、進展がない状況でございます。当消防組合の自主的判断といたしましては、現在の状況を維持しつつ、今後埼玉県及び構成両市と十分な連絡調整を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、広域化による現場到着時間についてのご質問でございますが、国、県が示す消防広域化に関する基本指針等におきまして、火災発生時における初動態勢の強化、消防署所の配置や管轄区域の適正化による現場到着時間の短縮など消防力の充実強化を図ることとされておりますので、これらに沿った方向になるものと考えております。

　　次に、広域化に伴う職員の配置換え、削減、またこれに伴う職員のメンタルヘルスの必要性についてでございますが、これら種々の問題につきましては、広域化が進展するようなことがあれば、その中で検討されていくべきことと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

　　以上でございます。

　　　　（石井利幸消防長降壇）

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。それでは、再質問を行います。

　　まず最初に、救急車の問題なのですが、私が消防組合議会に来てからもう結構たちますが、その中で、充足率100％に１台を購入して救急車が増えたというのは承知しておりますけれども、今回の答弁によりましても、10年前に比べても、それから私が来てからに比べても、4,000件ちょっとだったのですが、今は6,000件を超えて6,369件、昨年より144増加という答弁がございましたけれども、非常に毎年、毎年増えているわけです。

　　今年も熱中症で、去年は相当倒れた人がいましたけれども、今年もこれから、さあ、夏という時期に、急激に、いつでも、不足状態ということは絶対にないと思います。救急に備えて車が配備してあるわけですから、そういった中で不足が緊急に生じるということがあり得ると思うのです。私も前回の質問のときも、毎年この時期になると統計が出されますので、質問していたのですが、前回も３時間何分待たされて、救急車が全部出払っていなくなったというときもあったわけなのです。今回の23年度の状況では、そういったことが今報告されなかったのですが、救急車がそういった逼迫していく状態というのと、その待ち時間というのが、何回以上断られたというのは今答弁出ましたけれども、去年、この前は３時間55分ぐらい待たされたわけですが、今回の年度ではどうだったのかとあわせて、今のご答弁をいただいておきたいと思います。10年前と比較してどうだったかと、この２つですね。

　　それと、（２）のほうの、今年は二年度を受けて、埼玉県でも医師と看護師数が足りないと。これは県議選があったときにも全部調べたのですけれども、非常に医師、看護師数が埼玉県は少ないのだというのがはっきりしたわけです。全国最下位だった。非常に私たちもショックを受けたのですけれども、こういった面では、消防組合として、こういう病院や医師を増やすわけにはいかないので、県のほうに、ぜひ要求して、受け入れ態勢をきちっとしてほしいと。また、受け入れる基準もつくってもらいたいということでお話ししてあったわけでございますが、今年の新聞報道などを見ても、今年またそれを検討するような話が書かれていまして、これは全県でやはり要求を市町村がしていく必要があるし、消防組合がしていく必要があると思うのですが、どんな内容で去年は県に要請して、回答があって今年はどうなのか、これからも、私今も質問しているわけですけれども、どういうふうに要求していかれるのかということをはっきりとして、文書で申し入れていくということが大事だと思うのですが、この点についてご答弁をいただいておきたいと思います。

　　２番目の消防の広域化についてでございます。消防の広域化については、第２ブロックは一番人口が多いところから見て２番目で、すごい人数が、120万ですか、140万ですか、146万ということで、今現在では150万近いのではないかなと思うのですが、非常に範囲が広い中での合併ということで、当初からこれが成功するのかななんて、やらないのではないかなというふうに私は見ていたのですが、結果的にはもう５年たって、今年が期限になりましたけれども、はっきりした方針が出ないうちに、うやむやのうちにやらない方向で決まったというふうに見ていいのでしょうか。

　　それとも主体的に何か方針が出されそうなのかどうかということも含めまして、（１）では消防の体制の自衛消防については、各地でも視察を、今日も昨日もやっているわけなのですが、やっぱり自衛消防は各自治体、法律で今までずっと、新しい法律ができて、ずっと自衛消防は消防団と一緒にやってきたけれども、各自治体に所属して、自治体ごとに動くのだというふうに指定されているわけです。ですから、広域化してしまうと、今答弁でははっきり出ませんでしたけれども、全く自衛消防は切り離されてしまう中でやっていくということなので、地域に根差した自治体消防というのが本当に連携がとれなくなるということは大きな問題ではないかと思うのです。その辺の点が１つ。そういうことになるのではないかと私は思うのですが、その点。

　　あと、自主的判断なのですが、今までは各、第３ブロックは、ほとんど自主的な判断を出さないうちにうやむやになったみたいで、この当組合でも自主的判断を出していないような気がするのですけれども、本来であれば、国のほうで自主的な判断のもとに広域行政は進めなさいと、強制はしませんと。脱会するも入るも自由ですという内容の法律がなされているわけです。組合独自でいろんな、こういうメリット、デメリット、きちっと掌握して、入る入らないというのは、自主的判断を持って臨むというのが私は本来の姿だというふうに思いますので、この点についてご答弁をいただいておきたいと思います。

　　あと、（３）の時間との闘いで、これも自主的判断の一つに入るのですけれども、フラッシュオーバーが発生するのは６分30秒ということで、現場到着を皆さん日夜、早く到着しなくてはということで、時間との闘いで頑張っておられると思うのですが、この時間が現場到着までなかなか、広域化すると難しくなっているというのが、各消防団の話を聞いたところによるものと、合併している市町村、幾つか合併したところがありますので、そういったところの市町村ではそういう点がおくれると。なぜかというと、消防の地理が不案内になってしまうわけです。それと、消火栓の場所も全部覚えなければならないということで、到着してから消火までの時間が食うというようなこともございますが、こういった広域化で、現場到着が早くなるというふうにも説明が書いてあるのですけれども、本当にそうなのかどうかということ。

　　最後に、職員の配置転換。今も申し上げましたけれども、最初は人員の削減が起きるらしいです。それから、管理職はもちろん、今までの管理職から格下げがどんどん進みますよね、職員の。これは合併しますから、当然管理が要らなくなるので、少なくなるということだと思います。１つは、地理が、最初はわかったところですけれども、わからない、全く不案内のところへ異動しなければならないので、やっぱりマンネリ化しないように異動させるということが１つでございます。

　　そして、もう一つは、さっき申し上げました、消火栓の場所もみんな覚えなければならない、地理も覚えなければならないということで、大変な負担がかかります。精神的にも、なれないところの人たちと一緒になりますので、やはり職員の方のメンタルヘルスが大変必要になるのだというふうなことが合併したところでは言われているわけなのです。こんな負荷をかけてまでなぜ合併しなければならないのかということであるわけですけれども、この辺の点としては、これは、こうした点についてどう考えるか、やっぱり当局としての見解を答弁をお願いしたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

〇石井利幸消防長　多くありました再質問に順次お答えを申し上げたいと思います。

　　まず、救急車の出場の関係でございますけれども、平成23年度の搬送状況を見ますと、全搬送者が5,572人のうち3,094人、53.7％が軽症の方でございました。これを、傷病の程度をもって単純に判断するわけにはまいりませんけれども、救急車の適正な利用を促すことにより、軽症の出場件数が少しでも減少すれば、それに出場件数の減少というふうなことになってくるのかなと思います。今までも救急車の適正利用をあらゆる機会に市民の方に訴えてまいりましたけれども、これに加えまして最近は、こんなときには救急車をぜひ使ってくださいというような観点から広報を始めたところでございます。

　　救急車の受け入れの改善、県との調整でございますが、この管内には坂戸飯能地区救急医療対策協議会というものがございまして、救急医療体制の整備促進及び関係者との連絡調整、救急に係る諸問題等を協議しております。この辺のところにおきまして、出場件数の関係等の資料も出しておりますので、わかっておると思いますけれども、構成員につきましては、地区の医師会長、各病院長、構成市町担当の部課長、構成市町の消防長及び構成市町内の保健所長でございます。このような対策協議会に、受け入れ状況について要請に係る調査、それから現場滞在時間、受け入れ困難理由及び搬送先が決定するまでの時間等の資料を提出いたしまして、改善策についてご協議をいただいているところでございます。

　　救急車の滞在時間でありますけれども、平成23年の現場滞在時間で最長が159分という事例が１件ございました。これにつきましては、緊急度、重症度とも低かったために、受け入れに時間が要したようでございます。

　　続きまして、広域の関係でございますけれども、これにつきましては構成両市とも十分協議を重ねた結果がこのようなことになったということで理解しております。また、広域化になったら消防団がどうと、それから到着時間が云々とか、そういうふうなこともいろいろご質問がございましたけれども、これにつきましても、当然広域化をするに当たりましては広域消防運営計画というものを策定いたします。その段階において、そういうさまざまな問題が出てきて、それを解決するような形で持っていくことになろうかと思いますけれども、何分その具体的な形が見えておりませんので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　　　（「１個きりまだ答えてもらっていない。広域の問題も」の声）

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質問を行います。

　　ただいまご答弁いただきました。いずれにいたしましても、答弁が出ない問題もありましたので、再度ご質疑申し上げますが、10年前に比べて非常に、1.4倍は増えているというのが埼玉県の全体の状態ですけれども、この管内でも4,000人が6,000人を超えたので、多分1.4倍は増えているなというふうに私も思うのですが、救急車の数は１台きり増えていないわけです。それは全部現場にかかってくるわけです。現場の職員の人と体制にかかってくる。

　　だから、絶対数が不足しているのだから、高齢化と、それから交通事故、その他、軽症も含めてですけれども、さっきのは余り長くなるから反論したくないのですが、軽症といってもわからないのです。どっちが軽症か、本人に重症みたいな場合もあれば軽症みたいな場合もあるし、何で自転車で来たのだと怒られるような人も、結構重病人も自転車で行っているらしいです、脳梗塞を起こして。かと思えば、ああ、大したことなかったという場合も確かにあるとは思うのですが、その判断というのはなかなか難しいので、これはやむを得ないと思うのです。5,672人のうち確かにおかしいと思うのもあかるもしれませんけれども、ほとんどが判断がつかない場合もあるので、余りこれを強制的にすると、今度は市民のほうに問題が行くので、そこの辺で詰めないでもらいたいのです。

　　そうしておいて、やはり10年前に比べて、埼玉県では1.4倍。この管内では、充足率は、足りていますけれども、それだけ増える、増えているのだということからいきますと、救急車の数を増やし、やはり職員の数を増やしていかないと、大変になるのではないかというのが私の質問なのですけれども、この点についてもう一度ご答弁をお願いしたいと思います。

　　埼玉県のほうには、それなりに今後とも言っていくということでございますので、待ち時間が長ければ長いほど、１分１秒を争う病人、急病であれば、非常に亡くなる率も高くなるので、その辺の点は市民との関係がありますので、本当に真剣に積極的にやっていただきたいと思います。

　　あと、消防の広域化についてなのですが、私が一つ一つ細かい点を挙げて質問しているのは、やはりこういうメリット、デメリット、メリットもあると思いますけれども、デメリットのほうが圧倒的に多いのです。そういう広域化を強制的にするとは国も言っていないわけです。いわゆる自主的な面を尊重しますよとちゃんと書いてあるのです。ですから、そういった主体的な自主的な判断を下すには、一つ一つ、私が質問した一つ一つ、まだほかにもあります、質問以外も。メリット、デメリットをちゃんと挙げて、こういう理由だから、こんなに大きな、140万を超える合併は無理だとか、この辺ならば何とかいけるだろうとか、いろんな方向があるとは思うので、メリット、デメリットをはっきりして、当局としてはやっぱりきちっとした方針を持たないと、今後さらなる、ここで本来は５年たつから終わりなのですけれども、県で立てて、方針上はもうここで５年がたって、今年の末で終わりということになりますけれども、また合併特例延長をやっているのですよね、国は。消防についての特例延長はどうかわからないのですけれども、そういった面で、延長になってしまうと、これまた大変だなと思いまして、その辺についてもう一度ご答弁をお願いしたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

〇石井利幸消防長　それでは、再々質問にお答え申し上げます。

　　先ほど10年前の資料というふうにご注文をいただきまして、大変失礼を申し上げました。ただし、10年前の資料については現在手持ちがございません。したがいまして、お答えは差し控えさせていただきます。

　　また、救急の出場件数の関係でありますけれども、救急隊の１隊の平均出場件数から申し上げますと、当組合は昨年の実績で１日当たり3.5件でございます。これを近隣の消防本部と比較いたしますと、川越地区消防局が5.2件、入間東部が4.4件、比企広域が2.4件、埼玉西部広域が2.6件となりまして、当組合がとりたてて出場件数が多いというわけではございませんので、現行の体制で対応が可能なのではないかなというふうに考えております。ちなみに全国一の大阪市は9.4件、東京消防庁は8.5件、さいたま市は5.7件でございます。

　　続きまして、広域化の関係でございますけれども、本年度確かに末で特例の期間は終了いたしますけれども、十分構成両市と協議をいたしました結果が現在の状態でございますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　また、幾つか消防団の関係であるとかメンタルの関係であるとかご質問をいただきましたけれども、あくまでも仮定の話でございますので、それが実現される段階になりまして、広域消防運営計画、これらを作成する段階では大いに議論をすることになろうかと思います。そのときには議会のほうにもご説明を申し上げますので、ご理解賜りたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　　　（「まあ」の声）

〇森田精一議長　それでは、以上で一般質問を終了いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。

　　議員の皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに対して深く感謝を申し上げる次第であります。

　　これから厳しい夏の暑さを迎え、議員各位におかれましてはくれぐれもご自愛をいただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げ、閉会のあいさつといたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者のあいさつ
〇森田精一議長　石川管理者からあいさつのため発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　提出議案２件につきまして可決をいただきましてありがとうございます。

　　５月臨時会以降の各種事業並びに火災等の概要につきましてご報告申し上げます。

　　はじめに、各種事業についてでありますが、６月６日に「危険物安全週間」の一環として、城西大学及びカインズホーム鶴ヶ島店の特別査察を、また８日には日立インターメディックス株式会社坂戸事業所において、危険物による事故を想定した実践的な訓練を実施いたしました。

　　６月10日には、さいたま市大宮消防署で行われた「第39回埼玉県消防救助技術指導会」に、当組合から１種目１名が出場しましたが、惜しくも全国消防救助大会への出場とはなりませんでした。

　　６月17日には、にっさい花みず木の川崎陸送株式会社坂戸流通センターにおきまして、団員の士気の高揚と地域消防活動の充実を目的とした平成24年度消防団消防ポンプ車操法大会を開催し、見事優勝した坂戸市消防団入西分団第１部が、８月25日開催の県大会へ出場することとなりました。議員各位におかれましては、早朝よりご臨席を賜りご指導いただきましたことに、改めて深く感謝申し上げる次第であります。

　　６月19日、20日には、今年度第１回防火管理者資格取得新規講習会を開催し、各事業所から52名が受講され、資格を取得されました。

　　次に、火災件数でありますが、本年１月から６月までの火災件数は21件で、前年同時期と比較いたしますと21件の減となっております。このうち建物火災は９件であります。

　　次に、救急出場件数でありますが、本年１月から６月までの救急出場件数は3,210件で、前年同期と比較いたしますと162件の増となっております。

　　当消防組合といたしましても、ますます複雑多様化する各種災害に的確に対応し、住民の負託にこたえるべく万全を期してまいる所存でありますので、今後とも議員各位には変わらざるご支援、ご指導をお願い申し上げます。

　　ここに、議員の皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から御礼を申し上げるとともに、いよいよ暑さも厳しさを増してまいります。皆様には健康にご留意いただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時３３分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成24年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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